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一握りの思いをつないで
　昨年４月、高橋美希さんは東北の両親を訪ねて友人と被災地に
向かい、初めてボランティア活動に参加した。「このまま帰って
いいのだろうか」活動最終日の思いがきっかけとなり、現在、か
ながわ東日本大震災ボランティアステーションのボランティアバ
ス担当として活動を続けている。「初めの一歩は不安かもしれな
いけれど、気構えずに踏み出して。一握りでいい、それぞれが見
て感じたことを持ち帰り、周りの人に伝えてほしい」と高橋さん。
優しい笑顔に思いを込めて、今夜もバスを見送った。

http://www.knsyk.jp
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